
【機密性２】
20999999_関整××_用途_１年未満関東地方整備局の実施する総合評価落札方式における

PDCAサイクルの取組について

✓総合評価落札方式におけるPDCAサイクルの取組について

多様な総合評価の取り組みの試行工事ごとにＰＤＣＡサイクル（カルテ）により分かり

やすくまとめ、Ｒ４年度総合評価実施方針に向けて、効果の検証を行い必要な改善策

の検討に活用したい。

✓品確法の基本理念を踏まえ、担い手確保・育成、働き方改革、生産性向上、不

調・不落対策を図るため多様な総合評価の取り組みを実施。
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【機密性２】
20999999_関整××_用途_１年未満関東地方整備局の実施する総合評価落札方式における

PDCAサイクルの取組対象の考え方、検証のポイント

○ 試行工事の目的を達成しているか。達成状況を分析し対応案を検討。
（例：直轄実績の無い企業の競争参加促進等）
→参加・受注状況、参加者アンケート等により目的が達成されているかを把握。
→達成状況を分析し対応案（継続、見直し等）を検討。

○ 評価項目がその目的を達成しているか。
担い手確保等の観点から新たな評価項目が必要ではないか。
（例：参加が少ない評価項目、新たな評価項目の設定等）
→評価項目の参加状況等により目的が達成されているかを把握。

○ 工事品質に問題が生じていないか。
→工事成績にて把握。

○ その他、試行の結果、特段の事情や問題等が発生していないか。
→業界からの意見 等。

＜検証のポイント（案）＞
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＜ＰＤＣＡサイクル取組対象の考え方（案）＞

○ 試行開始後、一定期間（約５年程度）経過した取り組み。

○ 試行開始後、取り組み効果に大幅な変化が見られた取り組み。

○ 自由設定の評価項目については適宜実施



【機密性２】
20999999_関整××_用途_１年未満関東地方整備局の実施する総合評価落札方式における

PDCAサイクルのＲ３年度の対象試行工事について
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Ｒ３年度 PDCAサイクル実施予定

○ 令和３年度は、試行開始後一定期間（約５年程度）経過した試行工事を対象に
ＰＤＣＡサイクルによる検証を実施。
※上記以外の試行工事及び通常タイプの総合評価等については、今まで通り検証を実施。


